
スパッタ付着防止剤の自動塗布システムの導入で、

防止剤使用量を約 50%削減、年間約80～100万円の節約

問題 

自動車や産業車両関連を手掛けている某メーカーの自動車組み立て工場におい

て、溶接ラインの新設を計画しておりました。 

溶接ラインではスパッタ付着を防ぐためにスパッタ付着防止剤を塗布する必要

があります。同工場の溶接ラインにおいてもスパッタ防止塗布システムの導入を

検討していました。 

導入に際して参考にしていた同社の系列工場では、二流体自動ガン方式を用いて

いました。二流体方式は圧縮エアーで液剤をミスト化するため、粒子が細かくな

り流速が早いのが特徴です。粒子が細かくなるとミストが飛散しやすくなり、結

果として、付着率が 50％以下と低くなっていました。また飛散ミストで周辺を汚

してしまうため清掃が必要となる問題が生じていました。 

飛散対策として、飛散防止ブースやドレンパン等が追加設備として設けられてい

ました。 

解決策 

パルサジェット 

自動スプレーガン 

無駄なくスパッタ付着防止剤を塗布するには、飛散することなく塗着率を 100％

にすることが理想です。そこで粒子径が大きく飛散しづらい一流体方式を採用。

また、過剰な塗布を防ぎ適量をスプレーするため、塗布量を精密制御することが

できる電動スプレーガンと高性能スプレーコントローラーを導入。自動スプレー

ガンは精密制御に最適なパルサジェット自動スプレーガンを採用。高速間欠スプ

レーにより、自在に塗布量を微調整することができ、かつ均一に塗布することが

可能です。

また電動スプレーガンはロボットとの連動が可能なため、高効率スプレーが可能

となります。
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効果 

飛散がなく均一かつ適量の塗布を実現することができました。飛散がないこと

で、飛散防止ブースやドレンパン等の設備を設ける必要もがありません。さらに

周辺が汚れることがないため、清掃作業も不要となり、良好な工場環境の維持に

も貢献し、ラインの停止時間も短縮できました。 

飛散が無くなり適量塗布が可能となったことで、防止剤の対象物への付着率はほ

ぼ 100％を実現することができました。その結果、液の使用量は系列工場の半分

以下となっています。 

系列工場の同工程と比較した場合、清掃作業費約30 万円/年、飛散防止ブース

やドレンパン等設置費用約50万円、防止液削減費用約80～100万円/年の節約。 
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SDGs(Sustainability Development 
Goals:持続可能な開発目標)は、2015年9
月の国連サミットで採択された「持続可能な
開発のための2030のアジェンダ」に記載さ
れた2030年までの国際目標です。 17の
ゴール・169のターゲットから構成されており、
国や企業に対し活動要請されています。 当
社は事業活動を通じてSDGsの達成に向け
貢献します。

打合せ、テストのご相談等、最寄りの営業所までお問い合わせ下さい。


